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 はじめに 

食品衛生法等の一部を改正する法律が平成 30 年 6 月 13 日に公布され

ました。改正の趣旨は、「我が国の食を取り巻く環境変化や国際化等に対

応し、食品の安全を確保するため、広域的な食中毒事案への対策強化、事

業者による衛生管理の向上、食品による健康被害情報等の把握や対応を的

確に行うとともに、国際整合的な食品用器具等の衛生規制の整備、実態等

に応じた営業許可・届出制度や食品リコール情報の報告制度の創設等の措

置を講ずる。」となっています。 

法律では、HACCP（ハサップ）に沿った衛生管理の制度化が盛り込ま

れました。食品衛生管理への HACCP 導入については、１９９３年コーデ

ックス委員会においてガイドラインが示されてから、先進国を中心に義務

化が進められて来ました。HACCP による衛生管理は、日本から輸出する

食品にも要件とされるなど、国際標準になってきています。 

 HACCP による制度化は、日本の食品の安全性の更なる向上を図ること

を目的にフードチェーンを構成する食品の製造・加工、調理、販売等を行

う全ての食品事業者を対象としています。 

 制度化に当たっては、HACCP の 7 原則を要件とする「HACCP に基づ

く衛生管理」を原則として適用しますが、その原則をそのまま実施するこ

とが困難な小規模事業者や一定の業種等を対象にした弾力的な取扱いを

可能とする「HACCP の考え方を取り入れた衛生管理」も併せて導入する

こととなり、全ての事業者が対象となりました。 

 このような状況の中で、小規模事業者が HACCP の制度化に対応し、

HACCP 導入を図るため、今般、「HACCP の考え方を取り入れた衛生管

理のための手引書」（小規模なとう精を行う事業者及び米穀を販売する事

業者向け）を作成しました。 

 HACCP は、原料の受け入れから製造・出荷にいたる工程において、発

生する恐れのある生物的、化学的、物理的危害要因を予め分析（危害要因

分析）し、原料の受け入れから製品の出荷までのどの段階でどのような危

害要因が生じ、どのような対策を講じればそれを管理（除去、許容レベル

まで低減）できるかを検討し、重要管理点として定め、これを継続的に記

録することにより製品の安全性を確保していく科学的な衛生管理の手法

です。 

 今後、国と地方自治体はこの手引書を参考に、事業者が作成した衛生管

理計画や記録などの取り組みを監視指導するための立入検査を行います。 
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用語解説 

 HACCP 

  Hazard Analysis and Critical Control Point の頭文字を取ったもので、対

象とする食品の原料から流通について、食品の安全性に係る危害要因を確実

にコントロールし、安全な食品を供給する手段。 

 

 危害要因 

  健康に悪影響（危害）をもたらす原因となる可能性のある食品中の物質ま

たは食品の状態。ハザードともいう。生物的（病原性微生物、寄生虫など）、

化学的（洗浄剤、殺菌剤、ヒスタミンなど）または物理的（金属、ガラス等

の硬質物質）な要因がある。 

 

 危害要因分析 

  危害要因及びその発生条件の情報を収集し、評価することにより、原料か

ら流通に至るまでの過程に含まれる潜在的な危害要因を分析し、危害要因の

コントロール方法を明らかにする。 

 

 記録 

  事実を書き記すこと。実施した結果を記録する。記録の目的は、①作業の

改善②外部への証拠③技術の向上等に役立つなど。 記録することで日々の

衛生管理を確実に行っていることを証明したり、作業の改善に役立つ。 

 

 一般衛生管理 

  施設設備の構造、保守点検・衛生管理、機械器具の保守点検・精度管理・

衛生管理、従業員の教育、製品の回収等の衛生管理にかかわる一般的事項を指

す。 

 

日本米穀小売商業組合連合会（日米連）HACCP 手引書等作成委員 

 須賀 稔 東京都米穀小売商業組合理事長 

 平沢 敦 秋田県米穀小売商業組合事務局長 

 杉本良輔 新潟県米穀小売商業組合 

 西林 勲 兵庫県米穀小売商業組合理事長 

 米村年博 とっとり県米穀小売協議会会長 

 相川英一 日本米穀小売商業組合連合会事務局長 
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本手引書による衛生管理の取り組みフロー  
（1） 衛生管理のポイントを理解する。 

米穀とう精及び米穀販売の衛生管理を読んだうえで、精米の製造工程図

（例）を参考に自社の実態に合わせて、危害要因とその対応を理解しましょ

う。（P4～P22 に記載） 

（2）自社で行う一般衛生管理計画を作成する。 

自社で衛生管理のためにどんなことを行うか、記入例を参考に決めて、 

一般衛生管理計画を作成しましょう。（P17～18 に記入例）（P31～P32 に記

入様式） 

（3）一般衛生管理手順書を参考に実施の記録をつける。 

衛生管理を行ううえで、特に重要な作業やチェックは記録に残し、後で 

見返すことが出来るようにしましょう。（P23～30 に記入例）（P33～P39 に

記入様式） 

（4）振り返りと見直しを行う。 

実施すると決めた事項が実施されているか、記録することにしたもの 

が後で見返すことが出来るようにしましょう。 

異常やクレームが発生した場合は、上記（2）（3）のやり方の見直しを 

しましょう。 
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米穀とう精及び米穀販売の衛生管理 

 

Ⅰ この衛生管理の対象となる商品及び事業者の規模 

（１）精米、玄米及び分づき米等 

（２）従事者 10 数名までの小規模な米穀販売業者 

 

Ⅱ 一般衛生管理 

Ⅱ－１実施すること 

 この衛生管理は、小規模な米穀販売業者を対象とした HACCP の考え方を

取り入れた衛生管理です。 

  （１）衛生管理計画の作成 

（２）計画に基づく実施 

（３）確認・記録 

（４）振り返りと見直し 

 

Ⅱ－２ 製造工程図 

 米穀販売業者の製造工程図は別紙１（A から D）の通りです。標準的な例と

して普通精米、店頭精米、無洗米及び白米仕入のみの 4 種類としました。 

 張込工程とは、原料を機械の投入口に入れることをいう。 

 精選工程とは、石抜機、色彩選別機、砕米取り機（シフタ―）などの機械に

より異物等を除去することをいう。 

 とう精工程とは、原料の玄米を白米にすることをいう。 

 

各々の設備に合わせて製造工程図を作成したら、原料の入荷から製品の出荷

までを現場で確認する。この工程図に沿って、危害要因分析を行うため、実際

の作業状況をよく把握する。実地確認し、製造工程図と相違がある場合は、製

造工程図を修正する。 

 

Ⅱ―３ 一般衛生管理計画の作成 

玄米のとう精に由来する重大な食品事故は、過去、発生していません。玄米

からとう精して精米にする製造工程における危害要因分析結果（別紙４）及び、

米穀の水分含有率は一般的に 16％以下であり、30℃における水分活性値は玄米

で 0.76、精米では 0.7 程度であることから食中毒の原因となる病原菌の増殖の

恐れは極めて低いと考えられます。このことから、HACCP における生物的危害

要因に対する重要管理点（CCP）は無い製品になります。 
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精米工程で重要なのは病原性微生物や異物を排除することです。これらは、

一般衛生管理で対応できます。また、害虫等による汚染や従事者を介在したノ

ロウイルスによる汚染を防止し、より一層の安全性を希求するため、一般衛生

管理の項目に従って製造現場や施設周辺の衛生管理に努めることが大切です。 

 一般衛生管理計画は、別紙２（記入例）を参考に、自社で別紙２を作成して

ください。一般衛生管理計画の内容は、（１）施設・設備の衛生・保守管理（２）

製造設備及び機械器具の保守管理（３）鼠族・害虫対策（４）製品等の取扱い

（５）従業員等の衛生管理となっています。 

  

Ⅱ―４ 一般衛生管理の実施と記録  

別紙２の一般衛生管理計画に基づき、その点検項目等について別紙３「一般衛

生管理手順書」として要約しています。別紙３「一般衛生管理手順書」をもと

に、様式 A（設備点検・清掃記録）、様式 B（機械器具点検・清掃記録）、様式

C(無洗米水分確認記録表)、様式 D（従業員の衛生管理）の記録を記入例を参考

に、継続的に実施してください。 

また、記録については、最低２年間は保存するようにしてください。 

  

Ⅲ・振り返りと見直し 

  HACCP の考え方を取り入れた衛生管理に基づき作成した「衛生管理計画」

については、作成した記録をもとに計画のチェックを実施するとともに、実施

上の問題点について検証し、定期的に全体の振り返りを行い、よりブラッシュ

アップしていくことが肝要です。具体的には、様式 E の改善措置記録に内容を

記入し、従業員全員で共有することが大切です。必要な場合は、一般衛生管理

計画や記録方法を見直してください。 

 

※従業員等には、家族従事者も含まれます。 
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米
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

危
害
要
因
分
析
（
普
通
精
米
）

予
測
さ
れ
る
危
害
要
因

原
料
玄
米

原
料
玄
米

保
管

張
込
（
投

入
）

玄
米
精
選

（
石
抜
機
）

と
う
精
（
玄

米
か
ら
精

米
）
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原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管

理
す

べ
き
重

大
な

危
害
要

因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一

般
衛
生
管
理

（
２
）

の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保
守
管

理
の
精
選

機
の
作
業

手
順
で
管

理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設

備
及
び
機
械

器
具
の
保

守
管
理
の
精
選
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一

般
衛
生
管
理

（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可

能
化

学
な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設

備
及
び
機
械

器
具
の
保

守
管
理
の
精
選
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

作
業

者
に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

作
業

者
か

ら
病

原
性

微
生

物
を
媒

介
す
る
可

能
性

が
あ
る
が

、
一

般
衛

生
管

理
（
６
）

の
従
業
員
の
衛
生
管
理
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設

備
及
び
機
械

器
具
の
保

守
管
理
の
計
量
包
装
機
の
日
常
点
検
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一

般
衛
生
管
理

（
４
）

の
製
品
等
の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

な
し

化
学

　
カ
ビ
毒

N
o

水
ぬ
れ
等
に
よ
る
カ
ビ
発
生
の
可
能
性
は

あ
る
が
、
一
般
衛
生
管

理
（
４
）
の
製

品
等

の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

物
理

な
し

備
考
　
外
国
産
米
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
米
麦
の
輸
入
時
に
カ
ビ
毒
、
重
金
属
及
び
残
留
農
薬
等

の
検
査
を
行
い
、

　
　
　
　
食
品
衛
生
法
の
残
留
農
薬
基
準
等
に
適
合
し
た
米
穀
の
み
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。

製
品
出
荷

白
米
精
選

（
色
彩
選

別
機
）

白
米
タ
ン

ク 計
量
・
包

装 製
品
保
管

予
測

さ
れ

る
危

害
要

因



9

�������

����������������������������������������������

������������

��������

������

���������������

������

��������

������������

����������

������



10

別
紙
４
（
別
紙
１
－
B
)

原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管
理
す

べ
き
重
大
な

危
害
要
因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

微
生
物
の
一
次
汚
染

N
o

通
常
、
精
米
は
加
熱
調
理
し
て
か
ら
食
さ
れ
る
の
で
、
農
産
物
の
一
次
汚
染
レ
ベ
ル
で

あ
れ
ば
問
題
な
い

化
学

残
留
農
薬

N
o

国
産
米
は
農
薬
取
締
法
に
よ
っ
て
栽
培
管
理
さ
れ
て
い
る

化
学

カ
ド
ミ
ウ
ム

N
o

国
産
米
は
、
農
林
水
産
省
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
2
1
・
2
2
年
産
米
で
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
濃
度
が
0
.4
㎎
/
㎏
を
超
え
た
も
の
は
な
い
.。
基
準
値
を
超
え
た
も
の
が
出
た
と
し
て

も
県
が
主
体
と
な
っ
て
全
量
買
取
・
処
理
し
て
い
る
。

化
学

異
種
穀
粒
の
混
入

N
o

今
ま
で
に
異
種
穀
粒
コ
ン
タ
ミ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
の
報
告
は
な
い

物
理

石
な
ど
硬
質
異
物
の
混

入
N
o

農
産
物
検
査
法
に
基
づ
く
農
産
物
検
査
に
お
い
て
、
玄
米
に
は
、
異
物
と
し
て
土
砂
（
こ

れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
石
、
ガ
ラ
ス
片
、
金
属
片
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
）
が
混
入
し
て

い
て
は
な
ら
な
い
　
混
入
し
た
と
し
て
も
石
抜
機
、
色
彩
選
別
機
等
で
除
去
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
鼠
族
・
害
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

石
な
ど
異
物
の
混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
石
抜
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

作
業
者
に
よ
る
病
原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

作
業
者
か
ら
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
６
）

の
従
業
員
の
衛
生
管
理
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
計
量
包
装
機
の
日
常
点
検
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
鼠
族
・
害
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

作
業
員
の
髪
の
毛
・
作

業
着
の
一
部
や
埃
な
ど

異
物
の
混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
張
込
ホ
ッ
パ
ー
の
点
検
作
業
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
精
米
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

危
害
要
因
分
析
（
店
頭
精
米
）

予
測
さ
れ
る
危
害
要
因

原
料
玄
米

原
料
玄
米

保
管

玄
米
精
選

（
石
抜
機
）

計
　
量

張
込
（
投

入
）

と
う
精
（
玄

米
か
ら
精

米
）
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原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管

理
す

べ
き
重

大
な

危
害
要

因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

作
業

者
に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

作
業

者
か

ら
病

原
性

微
生

物
を
媒

介
す
る
可

能
性

が
あ
る
が

、
一

般
衛

生
管

理
（
６
）

の
従
業
員
の
衛
生
管
理
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設

備
及
び
機
械

器
具
の
保

守
管
理
の
計
量
包
装
機
の
日
常
点
検
で
管
理
で
き
る

生
物

な
し

化
学

　
カ
ビ
毒

N
o

水
ぬ
れ
等
に
よ
る
カ
ビ
発
生
の
可
能
性
は

あ
る
が
、
一
般
衛
生
管

理
（
４
）
の
製

品
等

の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

物
理

な
し

備
考
　
外
国
産
米
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
米
麦
の
輸
入
時
に
カ
ビ
毒
、
重
金
属
及
び
残
留
農
薬
等

の
検
査
を
行
い
、

　
　
　
　
食
品
衛
生
法
の
残
留
農
薬
基
準
等
に
適
合
し
た
米
穀
の
み
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。

予
測

さ
れ

る
危

害
要

因

包
　
装

製
品
出
荷
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別
紙
４
（
別
紙
１
－
C
）

原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管
理
す

べ
き
重
大
な

危
害
要
因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

微
生
物
の
一
次
汚
染

N
o

通
常
、
精
米
は
加
熱
調
理
し
て
か
ら
食
さ
れ
る
の
で
、
農
産
物
の
一
次
汚
染
レ
ベ
ル
で

あ
れ
ば
問
題
な
い

化
学

残
留
農
薬

N
o

国
産
米
は
農
薬
取
締
法
に
よ
っ
て
栽
培
管
理
さ
れ
て
い
る

化
学

カ
ド
ミ
ウ
ム

N
o

国
産
米
は
、
農
林
水
産
省
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
2
1
・
2
2
年
産
米
で
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
濃
度
が
0
.4
㎎
/
㎏
を
超
え
た
も
の
は
な
い
.。
基
準
値
を
超
え
た
も
の
が
出
た
と
し
て

も
県
が
主
体
と
な
っ
て
全
量
買
取
・
処
理
し
て
い
る
。

化
学

異
種
穀
粒
の
混
入

N
o

今
ま
で
に
異
種
穀
粒
コ
ン
タ
ミ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
の
報
告
は
な
い
。
外
国
産
米

は
、
食
品
衛
生
法
の
残
留
農
薬
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
。

物
理

石
な
ど
硬
質
異
物
の
混

入
N
o

農
産
物
検
査
法
に
基
づ
く
農
産
物
検
査
に
お
い
て
、
玄
米
に
は
、
異
物
と
し
て
土
砂
（
こ

れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
石
、
ガ
ラ
ス
片
、
金
属
片
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
）
が
混
入
し
て

い
て
は
な
ら
な
い
　
混
入
し
た
と
し
て
も
石
抜
機
、
色
彩
選
別
機
等
で
除
去
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
鼠
族
・
害
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
鼠
族
・
害
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

作
業
員
の
髪
の
毛
・
作

業
着
の
一
部
や
埃
な
ど

異
物
の
混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
張
込
ホ
ッ
パ
ー
の
点
検
作
業
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

石
な
ど
異
物
の
混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
石
抜
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応
可
能

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
精
米
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

危
害
要
因
分
析
（
無
洗
米
）

予
測
さ
れ
る
危
害
要
因

原
料
玄
米

原
料
玄
米

保
管

張
込
（
投

入
）

玄
米
精
選

（
石
抜
機
）

と
う
精
（
玄

米
か
ら
精

米
）
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原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管

理
す

べ
き
重

大
な

危
害
要

因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

高
水

分
に
よ
る
微

生
物

増
殖

N
o

一
般

衛
生

管
理

の
（
４
）
の

無
洗

米
の

管
理

に
よ
っ
て
対

応
可

能
。

化
学

水
に
よ
る
汚

染
N
o

水
を
使
用
す
る
場
合
、
食
品
製
造
用
水
を
使
用
し
て
お
り
、
井
戸
水

の
場
合
は
外
部

の
水
質
検
査
(年

1
回
以
上
）
を
行
う
。

物
理

石
な
ど
異
物
の
混
入

N
o

一
般
衛
生
管
理
の
（
４
）
の
無
洗
米
の
管
理
に
よ
っ
て
対
応

可
能
。

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一
般
衛
生

管
理
（
２
）

の
製
造
設
備
及
び
機
械
器
具
の
保
守
管
理
の
精

選
機
の
作
業

手
順
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造

設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
精
選
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一
般
衛
生

管
理
（
３
）

の
防
鼠
・
防
虫
対
策
を
行
う
こ
と
で
対
応

可
能

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造

設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
精
選
機
の
作
業
手
順
で
管
理
で
き
る

生
物

作
業

者
に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

作
業

者
か

ら
病

原
性

微
生

物
を
媒

介
す
る
可

能
性

が
あ
る
が

、
一

般
衛

生
管

理
（
６
）

の
従
業
員
の
衛
生
管
理
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

機
械
部
品
な
ど
異
物
の

混
入

N
o

混
入
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
２
）
の
製
造

設
備
及
び
機
械
器
具
の
保

守
管
理
の
計
量
包
装
機
の
日
常
点
検
で
管
理

で
き
る

生
物

害
虫

に
よ
る
病

原
性

微
生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
一
般
衛
生

管
理
（
４
）

の
製
品
等
の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

な
し

化
学

　
カ
ビ
毒

N
o

水
ぬ
れ
等
に
よ
る
カ
ビ
発
生
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
一
般
衛

生
管
理
（
４
）
の
製
品

等
の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

物
理

な
し

備
考
　
外
国
産
米
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
米
麦
の
輸
入
時
に
カ
ビ
毒
、
重
金
属
及
び
残
留
農
薬
等
の

検
査
を
行
い
、

　
　
　
　
食
品
衛
生
法
の
残
留
農
薬
基
準
等
に
適
合
し
た
米
穀
の
み
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。

備
考
　
水
を
使
用
し
な
い
無
洗
米
機
の
場
合
は
、
「
無
洗
米
処
理
　
乾
式
型
（
水
は
使
用
し
な
い
乾
式
）
」
と
す
る
。
普
通
精
米

と
同

様
の
危
害
要
因

と
な
る
。

予
測

さ
れ

る
危

害
要

因

無
洗
米
化

処
理
（
水

を
使
用
す

る
湿

式
）

白
米
精
選

（
色
彩
選

別
機
）

白
米
タ
ン

ク 計
量
・
包

装 製
品
保
管

製
品
出
荷
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別
紙
４
(別
紙
1
-
D
）

原
材
料

／
工
程

H
A
C
C
P
プ
ラ

ン
で
管
理
す

べ
き
重
大
な

危
害
要
因
か

(Y
e
s/
N
o
)

左
欄
の
判
断
を
し
た
根
拠

生
物

な
し

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

害
虫
に
よ
る
病
原
性
微

生
物
の
汚
染

N
o

鼠
や
害
虫
は
病
原
性
微
生
物
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
４
）

の
製
品
等
の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

化
学

な
し

物
理

な
し

生
物

な
し

化
学

　
カ
ビ
毒

N
o

水
ぬ
れ
等
に
よ
る
カ
ビ
発
生
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
一
般
衛
生
管
理
（
４
）
の
製
品
等

の
取
扱
い
の
点
検
で
管
理
で
き
る

物
理

な
し

予
測
さ
れ
る
危
害
要
因

製
品
受
入

製
品
保
管

製
品
出
荷

危
害
要
因
分
析
（
白
米
仕
入
の
み
）



17

別紙2  

（１）施設・設備の衛生・保守管理

いつ 作業開始前

どのように 施設・設備や周辺の汚れ等を確認する。

問題があっ
た時

ごみや汚れがあれば清掃し、清潔を保つ。異常個所の修繕を行う。

いつ 毎日

どのように トイレ内の汚れ等を確認にする。

問題があっ
た時

（２）製造設備及び機械器具の保守管理

いつ 毎日　清掃は週1回

どのように 部品や機械器具の異常音の有無、破損等を確認

問題があっ
た時

異常が確認された場合は原因を調査し、修理を行い、正常に稼働させる。

（３）鼠族・害虫防除対策

いつ 毎日

どのように 鼠族、害虫の痕跡を確認する。

問題があっ
た時

（４）製品等の取扱

いつ 原料の受け入れ時及び保管中から使用直前

どのように 汚れ・破損等がないか確認する。

問題があっ
た時

いつ その都度

どのように

問題があっ
た場合

いつ 毎日

どのように 製品が破損等をしていないか確認する。

問題があっ
た時

出荷を停止し、社外に流失しないようにする。

施設・設
備の衛生

管理

汚れは速やかに掃除し、清潔を保つ。修理が必要な場合は速やかに修復
を行う。

             　一般衛生管理計画　（記入例）

原因を究明し、原料に混入しないようにする。

原料の受
け入れ

製品保管

無洗米
（水を使
用する湿
式の場

合）

水分計で水分を測り、16％以下であることを確認する。もしくはメーカーの設
定条件に基づいて管理する。

水分が１６％を超える場合は、再調整する。

製造設備
及び機械
器具の保
守点検

駆除・防除対策を行い、施設内に鼠族・害虫がいないようにする。

防除対
策

トイレの
清掃
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（５）従業員の衛生管理

いつ 作業開始前

どのように 作業に適した清潔な服装を着用しているか確認する。

問題があっ
た時

作業着を交換し、汚れや毛髪が混入しないようにする。

いつ 作業開始前と作業中

どのように 体調や手の傷等の有無を確認する。又は自己申告する。

問題があっ
た時

状況により作業に従事させない。もしくは製品に直接触れない仕事に変える。

いつ 作業開始前

どのように 手洗いが出来ているか確認する。

問題があっ
た時

手洗いが行われていない場合は、すぐに手洗いを行わせる。手洗いの再教
育及び徹底させる。

手洗い

従業員の
衛生管理

従業員の
健康状態
の管理
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別紙３

（１）施設・設備の衛生・保守管理

対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

①ゴミがあれば随時 目視確認 様式A－１

②雑草があれば随時 目視確認 様式A－１

①作業終了時に清掃（作業の都度） 目視確認 様式A－１

②床、壁、屋根等に破損がないか確認（月1回以上） 目視確認 様式A－１

③破損があった場合は補修 目視確認 様式A－１

④照明設備に不備がないか（蛍光灯切れ等）を確認（作業開
始前）

目視確認 様式A－１

⑤切れた蛍光灯は新しいものに交換 目視確認 様式A－１

①汚れがあれば清掃（入出庫の都度） 目視確認 様式A－１

②床、壁、屋根等に破損がないか確認（月1回以上） 目視確認 様式A－１

③破損があった場合は補修 目視確認 様式A－１

④糠は、収納袋に密閉して保管し、適宜処分等する。 目視確認 様式A－１

①便器、手洗い設備を清掃 目視確認 様式A－２

②清掃時は、使い捨用手袋を使用する 目視確認 様式A－２

③床をモップ等で清掃 目視確認 様式A－２

（２）製造設備及び機械器具の保守管理

対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

①張込口に汚れや異物がないか確認 目視確認 様式B－１

②汚れを確認した場合は清掃 目視確認 様式B－１

③異物を確認した場合は取り除く 目視確認 様式B－１

①作動前の点検 目視確認 様式B－１

②作業前に石の有無を確認。あった場合は取り除く。 目視確認 様式B－１

③異音の有無の確認 目視確認 様式B－１

④汚れを確認した場合は清掃 目視確認 様式B－１

⑤異常があった場合は修理 目視確認 様式B－１

①作動前の点検 目視確認 様式B－１

②ベルトの緩みの有無を確認 目視確認 様式B－１

③異音の有無の確認 目視確認 様式B－１

④駆動部の点検 目視確認 様式B－１

⑤異常があった場合は修理 異音確認 様式B－１

⑥糠の付着の有無を確認　　糠が付着していた場合は清掃 目視確認 様式B－１

一般衛生管理手順書

作業場
外

トイレ

機械器具

石抜機

作業場 作業場

昇降機

作業施設
周辺

作業施設
周辺

張込ホッ
パー

倉庫等
原料保管
施設
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対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

①作動前の点検 目視確認 様式B－１

②異音の有無の確認 目視確認 様式B－１

③糠がたまった場合は取り除き清掃 目視確認 様式B－１

④白米出口の清掃 目視確認 様式B－１

⑤金網の点検・清掃 目視確認 様式B－１

⑥異常があった場合は修理 目視確認 様式B－１

①作動前の点検 目視確認 様式B－１

②駆動部の確認 目視確認 様式B－１

③異音の有無の確認 目視確認 様式B－１

④異常があった場合は修理 目視確認 様式B－１

①作動前の点検 目視確認 様式B－２

②ダクトの点検・清掃 目視確認 様式B－２

①作動前の点検 目視確認 様式B－２

②異音の有無の確認 目視確認 様式B－２

③光源の点検 目視確認 様式B－２

④コンプレッサーの点検 目視確認 様式B－２

⑤フィーダー（流量）の調整 目視確認 様式B－２

⑥異常があった場合は修理 目視確認 様式B－２

①作動前の点検 目視確認 様式B－２

②糠の付着を確認 目視確認 様式B－２

③異常があった場合は修理 目視確認 様式B－２

④糠が付着していた場合は清掃 目視確認 様式B－２

⑤網の目詰まり点検 目視確認 様式B－２

⑥異音の有無を確認 異音確認 様式B－２

①作動前の点検 目視確認 様式B－２

②計量ホッパー内の清掃 目視確認 様式B－２

③排出スイッチの動作確認 目視確認 様式B－２

④シーラーの動作確認 目視確認 様式B－２

⑤汚れを確認した場合は清掃 目視確認 様式B－２

計測機器
①使用する計量器及びその他計測機器は年1回確認・記録
する

外部業者
業者から
の報告書

（３）鼠族・害虫対策

対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

①保管場所に異常がないか確認 目視確認 様式A－１

②鼠族・害虫の痕跡がないか確認。確認した場合は駆除 目視確認 様式A－１

色彩選別
機

無洗米機

集糠設備

精米機

鼠族害虫 作業場

計量・包
装機

精選機

機械器具
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（４）製品等の取扱い

対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

原料玄米 原料玄米
①原料玄米の受入れ時に品質及び汚れ破損等がないか確
認

目視確認 様式A－２

無洗米 無洗米
①水分計で水分を測り、16％以下であることを確認する。も
しくはメーカーの設定条件に基づいて管理する。

機器確認 様式C

製品保管 製品 ①破損等を確認 目視確認 様式A－２

（５）従業員の衛生管理

対象 点検の手順・方法など 点検方法 記入個所

①所定の作業服、帽子、靴（必要に応じ手袋、マスク）を着用
し、汚れ、破れ、ほつれがないかを確認（作業開始前）

目視で確認(相
互確認）

様式D

②帽子着用確認（作業開始前）
目視で確認(相
互確認）

様式D

③作業に使用しないものは持ち込まない
自己申告及び
確認

様式D

①発熱、下痢、嘔吐、手指の傷等健康状態を確認し、異常
がある場合は作業をさせない（作業開始前）

自己申告及び
確認

様式D

②管理者は定期健診を通じて従業員の健康維持に努める
（年1回）

自己申告及び
確認

様式D

手洗い
①手洗いは「基本の手洗い手順」に従って行う（作業開始
前）

目視で確認(相
互確認）

様式D

従業員

作業服装

健康状態
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（２～9までをくり返す）

2度洗いで菌やウイルスを洗い流しましょう。

２度洗いが効果的です！

流水で手を洗

う

1
指先を洗う

7

洗浄剤を手に

取る

2
手首を洗う

8

手のひら、指

の腹面を洗う

3
洗浄剤を十分な

流水でよく洗い

流す

9

手の甲、指の

背を洗う

4
手を拭き乾燥さ

せる

10

指の間（側面）、

股（付け根）を

洗う

5
アルコールに

よる消毒

（爪下・爪周辺に直

接かけた後、手指全

体によく擦り込む）

11

親指・拇指球（親

指の付け根のふ

くらみ）を洗う

6

ー 基本の手洗い手順 －

日食協が推奨する衛生的な手洗い

制作：公益社団法人日本食品衛生協会

http://www.n-shokuei.jp/

＜転載･放送･複写禁＞　［K004］
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　
〇
〇 〇 〇 〇 　
〇
〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　
〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇
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様式C（記入例）
無洗米水分確認記録票 実施月 　2018年8　月

1 水 新潟コシヒカリ 15.5 佐藤

2 木 千葉ｺｼﾋｶﾘ 15.3 佐藤

3 金 富山コシヒカリ 14.5 佐藤

4 土

5 日

6 月

7 火 千葉ｺｼﾋｶﾘ 15.5 佐藤

8 水 新潟コシヒカリ 15.7 佐藤

9 木 北海道ゆめぴりか 14.6 佐藤

10 金

11 土

12 日

13 月 富山コシヒカリ 15.2 佐藤

14 火

15 水 新潟コシヒカリ 14.3 佐藤

16 木 宮城ひとめぼれ 15.8 佐藤

17 金

18 土

19 日

20 月 北海道ゆめぴりか 15.1 佐藤

21 火

22 水 千葉ｺｼﾋｶﾘ 14.9 佐藤

23 木

24 金 北海道ゆめぴりか 15.5 佐藤

25 土 富山コシヒカリ 15.5 佐藤

26 日

27 月

28 火 千葉ｺｼﾋｶﾘ 15.3 佐藤

29 水

30 木 北海道ゆめぴりか 14.9 佐藤

31 金

注1　休日は斜線を入れてください
注２　無洗米については、水を使用する湿式のみが該当する。
注３　水分計で測る場合は、16％以下であることを確認する。
注4　メーカーの設定条件に基づて管理する場合はこの用紙は使用しない。
注5　使用する計測機器等は年１回確認・記録する。

日付 品名
水分値
（％）

記入者 問題があった時の対応曜日
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様
式
D
（
記
入
例
）

手
洗
い
・
服
装
・
健
康
状
態
記
録

20
18
年
8月
1日
～
20
18
年
8月
6
日

日
付

手
洗
い

服 装
体 調

け が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が

責
任
者

8
月
6
日

山
田

8
月
6
日

山
田

①
手
洗
い
は
、
一
般
衛
生
管
理
手
順
書
の
「
基
本
の
手
洗
い
手
順
」
に
基
づ
い
て
そ
の
都
度
行
い
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
作
業
終
了
後
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

②
服
装
　　作業服、帽子、ネット、靴等　規程の服装の確認 　　　　　装飾品、つめ、香水の確認、汚れている場合は着替える。

備
考
欄

8月
5日
　
鈴
木
一
郎
、
金
曜
日
に
精
選
機
金
網
を
清
掃
中
に
、
中
指
に
け
が

③
体
調
　　下痢、発熱、腹痛、嘔吐その他体調不良の確認

軽
傷
の
切
傷
な
の
で
、
指
定
の
絆
創
膏
で
処
置

　　　　　体調不良の場合は×をつけ、責任者の指示を記入。
完
治
ま
で
手
袋
を
す
る
。

④
　
け
が
　
　
傷
等
が
あ
る
場
合
は
×
を
つ
け
、
責
任
者
の
指
示
を
記
入

⑤
　
休
業
日
は
斜
線
を
入
れ
る

8月
1日
　
佐
藤
花
子
が
、
風
邪
の
発
熱
で
体
調
不
良
、
38
.2
度
の
た
め
早
退

⑥
　
出
張
や
有
休
の
場
合
は
「
休
」
を
記
入
す
る
。

○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

佐
藤
花
子

○
○

×
○

○

×
○
○
×

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

鈴
木
一
郎

○
○

○
○

○

従
業
員
の
健
康
管
理

従
業
員

月
曜
日
(8
月
1日
）

火
曜
日
(8
月
2日
）

水
曜
日
(8
月
3日
）
木
曜
日
(8
月
4日
）
金
曜
日
(8
月
5日
）
土
曜
日
(8
月
6日
）
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様式E

270㎏

具体的内容

発生日 平成30年7月11日

場所 玄米石抜機

状況 製品に混入していないが、石抜機の排出口から通常よりも多い小石を排出した。

記入者 大谷一郎
調査結果

一人の生産者の原料玄米に小石が多く混入していた。

原因

稲の倒伏により、刈り取り時に混入したと思われるが、生産者の選別時の流量も多すぎた。

記入者 大谷一郎
対策及び改善計画

流量を落とし、石をとり易くするとともに目視でも確認する

異常品の措置

仕入先に返却し、交換した。

回収範囲 回収結果

日付

責任者

7月12日

山田
注１原料受入時に異常があった場合も、措置内容を
改善措置記録表に必ず記載してください

注２食品衛生上の問題が発生した場合は、問題となった製品を迅速かつ適正に回収しましょう。
また、管轄する保健所等へ報告しましょう。回収された製品は通常品と区別して保管し、
保健所等の指示に従って適切に廃棄しましょう。

改善措置の理由 原料異常　・　工程異常　・　クレーム　・　回収

製品名 ○○県産▽▽▽ひかり 製品総量

改善措置記録表（記入例Aタイプ）

〇
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様式E

具体的内容

発生日 平成30年7月15日

場所 精米機本体

状況 精米機終了間際に異音がする。

記入者 竹内豊
調査結果

原因

Vベルトが摩耗して切れそうになっている。

記入者 竹内豊
対策及び改善計画

予備の同型Vベルトに交換する。
異音が消えて通常精米が出来るようになった。

異常品の措置

異常品は出ていない。

回収範囲 回収結果

日付
責任者
7月16日

注１原料受入時に異常があった場合も、措置内容を 山田
改善措置記録表に必ず記載してください

注２食品衛生上の問題が発生した場合は、問題となった製品を迅速かつ適正に回収しましょう。
また、管轄する保健所等へ報告しましょう。回収された製品は通常品と区別して保管し、
保健所等の指示に従って適切に廃棄しましょう。

改善措置の理由 原料異常　・　工程異常　・　クレーム　・　回収

製品名 製品総量

改善措置記録表（記入例Bタイプ）

〇
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別紙2  

（１）施設・設備の衛生・保守管理

いつ

どのように

問題があっ
た時

いつ

どのように

問題があっ
た時

（２）製造設備及び機械器具の保守管理

いつ

どのように

問題があっ
た時

（３）鼠族・害虫対策

いつ

どのように

問題があっ
た時

（４）製品等の取扱

いつ

どのように

問題があっ
た時

いつ

どのように

問題があっ
た場合

いつ

どのように

問題があっ
た時

原料の
受け入

れ

             　一般衛生管理計画

製品保
管

無洗米
（水を使
用する湿
式の場

合）

施設・設
備の衛
生管理

トイレの
清掃

製造設
備及び
機械器
具の保
守点検

鼠族・害
虫対策
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（５）従業員の衛生管理

いつ

どのように

問題があっ
た時

いつ

どのように

問題があっ
た時

いつ

どのように

問題があっ
た時

手洗い

従業員
の衛生
管理

従業員
の健康
状態の
管理
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様
式

A
 －

１
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 設

備
点

検
・
清

掃
記

録
実

施
月

　
　

　
　

　
年

　
　

　
月

確
認

者
問

題
点

、
処

置
、

対
応

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

防
除

・
駆

除
毎

日
週

1
回

毎
日

毎
日

毎
日

週
1
回

毎
日

随
時

1
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

4
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

5
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

6
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

7
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

8
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

9
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

出
来

て
い

れ
ば

「
良

」
、

充
分

で
な

い
場

合
は

「
否

」
に

○
を

つ
け

、
｢否

」
に

し
た

場
合

は
そ

の
対

処
方

法
を

備
考

欄
に

記
入

休
日

の
場

合
は

、
前

日
等

に
斜

線
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。
日

付
の

横
の

空
欄

は
曜

日
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

日
付

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

作
業

場
鼠

族
・
害

虫
対

策

月
　

　
日

対
策

内
容

作
業

施
設

周
辺

原
料

保
管

施
設

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否

　
　

月
　

　
日

良
・
否
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様
式

A
－

２
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 設
備

点
検

・
清

掃
記

録
実

施
月

　
　

　
　

　
年

　
　

　
月

原
料

の
受

入
製

品
保

管
施

設
確

認
者

問
題

点
、

処
置

、
対

応
点

検
点

検
清

掃
清

掃
時

間
毎

日
毎

日
毎

日
　

時
　

　
分

1
良

・
否

良
・
否

良
・
否

2
良

・
否

良
・
否

良
・
否

3
良

・
否

良
・
否

良
・
否

4
良

・
否

良
・
否

良
・
否

5
良

・
否

良
・
否

良
・
否

6
良

・
否

良
・
否

良
・
否

7
良

・
否

良
・
否

良
・
否

8
良

・
否

良
・
否

良
・
否

9
良

・
否

良
・
否

良
・
否

1
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

出
来

て
い

れ
ば

「
良

」
、

充
分

で
な

い
場

合
は

「
否

」
に

○
を

つ
け

、
｢否

」
に

し
た

場
合

は
そ

の
対

処
方

法
を

備
考

欄
に

記
入

休
日

の
場

合
は

、
前

日
等

に
斜

線
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。
日

付
の

横
の

空
欄

は
曜

日
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

日
付

ト
イ

レ
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様
式

B
－

１
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 機

械
器

具
点

検
・
清

掃
記

録
実

施
月

　
　

　
　

年
　

　
　

　
月

備
考

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

異
常

・
処

置
等

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

1
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

4
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

5
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

6
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

7
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

8
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

9
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

出
来

て
い

れ
ば

「
良

」
、

充
分

で
な

い
場

合
は

「
否

」
に

○
を

つ
け

、
｢否

」
に

し
た

場
合

は
そ

の
対

処
方

法
を

備
考

欄
に

記
入

休
日

の
場

合
は

、
前

日
等

に
斜

線
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。
日

付
の

横
の

空
欄

は
曜

日
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

日
付

張
込

ホ
ッ

パ
ー

玄
米

精
撰

（
石

抜
き

機
）

昇
降

機

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

確
認

者

　
月

　
　

日
良

・
否

無
洗

米
機

精
米

機 　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否
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様
式

B
－

２
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 機

械
器

具
点

検
・
清

掃
記

録
実

施
月

　
　

　
　

年
　

　
　

　
月

備
考

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

点
検

清
掃

異
常

・
処

置
等

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

毎
日

週
1
回

1
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

4
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

5
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

6
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

7
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

8
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

9
良

・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

1
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
2

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
3

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
4

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
5

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
6

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
7

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
8

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

2
9

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
0

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

3
1

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

良
・
否

出
来

て
い

れ
ば

「
良

」
、

充
分

で
な

い
場

合
は

「
否

」
に

○
を

つ
け

、
｢否

」
に

し
た

場
合

は
そ

の
対

処
方

法
を

備
考

欄
に

記
入

休
日

の
場

合
は

、
前

日
等

に
斜

線
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。
日

付
の

横
の

空
欄

は
曜

日
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

日
付

集
糠

設
備

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

精
選

機
計

量
・
包

装
機

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

　
月

　
　

日
良

・
否

確
認

者
色

彩
選

別
機



37

様式C
無洗米水分確認記録票 実施月 　　　　　年　　　月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

注1　休日は斜線を入れてください
注２　無洗米については、水を使用する湿式のみが該当する。
注３　水分計で測る場合は、16％以下であることを確認する。
注4　メーカーの設定条件に基づて管理する場合はこの用紙は使用しない。
注5　使用する計測機器等は年１回確認・記録する。

記入者 問題があった時の対応品名
水分値
（％）

日付 曜日
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様
式
D

手
洗
い
・
服
装
・
健
康
状
態
記
録

年
　
　
月
　
　
日
～
　
　
年
　
　
月
　
　
日

日
付

手
洗
い

服 装
体 調

け が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が
手
洗
い

服 装
体 調
け が
手
洗
い

服 装
体 調
け
が

責
任
者

①
手
洗
い
は
、
一
般
衛
生
管
理
手
順
書
の
「
基
本
の
手
洗
い
手
順
」
に
基
づ
い
て
そ
の
都
度
行
い
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
作
業
終
了
後
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

②
服
装
　　作業服、帽子、ネット、靴等　規程の服装の確認 　　　　　装飾品、つめ、香水の確認、汚れている場合は着替える。

備
考
欄

③
体
調
　　下痢、発熱、腹痛、嘔吐その他体調不良の確認 　　　　　体調不良の場合は×をつけ、責任者の指示を記入。 ④　けが　　傷等がある場合は×をつけ、責任者の指示を記入 ⑤　休業日は斜線を入れる ⑥　出張や有休の場合は「休」を記入する。従

業
員
の
健
康
管
理

従
業
員

月
曜
日
(　
月
　
日
）
火
曜
日
(　
月
　
日
）
水
曜
日
(　
月
　
日
）
木
曜
日
(　
月
　
日
）
金
曜
日
(　
月
　
日
）
土
曜
日
(　
月
　
日
）
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様式E

具体的内容

発生日

場所

状況

記入者
調査結果

原因

記入者
対策及び改善計画

異常品の措置

回収範囲 回収結果

日付
責任者

注１原料受入時に異常があった場合も、措置内容を
改善措置記録表に必ず記載してください

注２食品衛生上の問題が発生した場合は、問題となった製品を迅速かつ適正に回収しましょう。
また、管轄する保健所等へ報告しましょう。回収された製品は通常品と区別して保管し、
保健所等の指示に従って適切に廃棄しましょう。

改善措置記録表

改善措置の理由 原料異常　・　工程異常　・　クレーム　・　回収

製品名 製品総量
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